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3-1-2 A(研修後)


















































































































































3-2-l  B (1汗義夢11)




考え方もすごい違 うと思 うんですよれ 自分の視野を
かなり広げてくれる機会じゃないかなと思つたんです。

































































































































Cの研修前と研修後のデンドログラム (図6、 図 7)
とクラスターごとの解釈を以下に示す。
3-3-l  C (1汗催雰甫1)
籐 :
辟 |
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すごく感動 して (笑い)。 今まで私はどんな授業の受け方
をしてた、何をしてたのかと思つて。こんなことではだめ
だと思つて。同じくらいの年の子は、こんなに一生懸命燃
えているのに。燃えているつていうか、当たり前つていう
か。恥ずかしかつたって言 うか、もつと大事にしないとい
けないなと思つて、帰つてきてから真面日に授業を受ける
ようになりました (笑い)。
⑬新 しい物の見方 :日本では気づかなかつたけど、日本では
こういうのがあって、オランダではどう考えているとか、
かなり私は視野が狭かつたんだなと、向こうに行って思つ
て。まだまだ日本のことも全然知らないので。向こうで新
しい考え方をちょっと身につけることができたんじゃない
かなというのもそうだし。 日本に帰つてからも、今までと
は違 う見方で物事を捉えるつて言うか、違 う角度でひとつ
のことを考えたりとか、今まではしなかつた考えをするよ
うになりたいなと思うようになりました。
⑭自分を見つめなおす機会 :授業の受け方と繋がっているん
ですけど。自分もこれでいいのかなとか。自分が今までそ
んな人間じゃないと思つてたところが、そういうこともで
きたり、向こうで考えることができたかな、と思いました。
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①建築物 :国には国の特有な建築様式があって。 日本だった
ら畳とか瓦とかそういうのがある分.ヨー ロッパだつたら
石造りとかレンガだつたりとか。アジアも素敵なものがあ
るんですけど、私はヨーロッパに興味があるんで、オラン
ダだつたら風車。
②観光 :いろんなものをみて楽しんで食べて、そういうこと
です。
③風土 :気候とか、気温とか、土地土地によつてまた特有な
ものがあって。そういうのがまた、どうかなっていうのは
あります。
④語学 :やはり、世界中の人と関わつていくんだったら欠か
せないものであって。それが目的ではないけれど、相手を
理解するためのツールとして持つておくべきもの。
⑤英語 :語学の中でも母国語ではなくても英語を話せる人々
が多いので。英語が話せると英語を話せる人とコミュニケー
ションが取れるので。
⑥ハイリスク・ハイリターン :いいこともあれば悪いことも
ある。
⑦交流 :これから外国人と接する機会も多くなると思うので、
そういうときにどのように対処すればよいか、身につけて
行きたいと思うし。同世代の人であつても、考え方とか違っ
たりするし、もつと世代が違えばさらに学べるものとかも。
日本人のなかでもあるので外国人だつたらよけいもつとあ
る気がするので。人間関係のなかで学べるものを学びたい。
③吸収 :自分の外にあるものはすべてこう・・・。(Q:吸
収したい?)出来ないんですけど (笑)、 いろんなことを
知っているほうが人間として豊かな気がするし。やつばり
いろんなことを知りたいつていうのはあります。
⑨旅 :私の中では旅行とは違うんですよ。一人旅とか、見ず
知らずのところにいつたり。新たな発見があるものです。
⑩生活習慣や食習慣 :国が違えば生活習慣も違うし、食べ物
も違うし、 日本でいてもテレビ見て知っているのもあれば、
その国に行かないと知らないのものあるし。
①柔軟性 :海外に行くのは若いうちにつてよくいうじゃない
ですか。若いほうが柔軟性があるし、ことばもそうだし、
適応能力があつて・・・。知らない土地に行くにはそこの
文化に適応するだけの柔軟性が必要だと思います。
⑫視野を広げる :日本だけじゃなくて広い世界を見たい。
⑬自らの成長 :そういう人だけじやなくていろんなものから
も学んだことで。新しい考えが身についたり、違う方向か
ら物事をみられるようになったり。なにかしら自分のなか
では変化が期待できるのではと思います。
⑭日本では学べないことを学ぶ :この辺りは似ている。15、
12、14は同じような感じ。 日本つていう狭い国にとどま
るのじゃなくていろんなことを知りたいと思います。「異
なる価値観」と「異文化」も同じで。 日本とは異なる文化、
歴史、背景、そういうのがあるんで、日本とは違った文化
とか学びたいです。
①漠然としたもの :目的と言われても、これですとはつきり
言えるものはないんですね。(Q:今度の研修?)はい。
たくさんあるんで、どれが一番かっていわれると、分から
ないし、何をしたいか、つていわれてもたくさんあるし、
みたいものもたくさんあるし一つではないし。
⑩住み慣れた国から離れ、自立を促す :日本にいると何でも
あるし、言葉も通じるし、家族もいるし。親に甘えて生活
しているので。頼る人があまりいない土地で自立を経験し
ておくのもいいなと。
④日本の理解 :外国のことを学ぶ前に日本を知っておかない
と比較もできないし、海外の人に聞かれてもこたえられな
いっていうのも恥ずかしいし。日本の文化習慣とか、そう
いうのを知っておいて、海外に行つたりするのがいいと思
います。 (何かしてる?)歴史が好きなので、京都 とか行
きたいなと思って。お土産に何か日本らしいものを持って
行きたいなと思います。
①英語能力の向上 :留学するからには英語は身につけるべき
だと思います。
②語学の習得 :英語が一番なんですけど、英語圏でない国に
行っているのに英語しかしゃべらないっていうのはやはり
おかしいような気もするし、その国の言葉もある程度しゃ
べれるようにならないと生活するときでも不便ですし。
③未知の体験 :色々 驚いたことはありました。海外の学生は
すごい真面目ですし、授業中とかもメモをとつたりとか、
日本の学生みたいに寝ている人とかいないし。そういう、
大学の中でも驚いたことがあつたし。建物とか風景とかも
日本とは全然違って初めて見たようなものもありました。
④異文化交流 :オランダにも他の国から留学に来てて、話し
たりしたときに日本ともオランダとも違 う文化を持ってい
るし、それを教えてもらつて興味深くなったし。私も日本
のことを話すと留学生たちも興味深く聞いてくれたんで。
そういう他の国の人々と交流で得るものがあるのではない
かと。
⑤Oからのスター ト:海外へ行ったら、今回だつたら大人数
だし、頼れる人も多いし、先生にお世話になることも多かつ
たんですけど。長期だつたら一人で行つたり、現地で日本
人がいるかどうかくらいなんで、誰もいないところで言葉
もそんな話せない状態から始めるつていうのは、日本で今
ある生活とはちがう新たな人生を始めるつていうことにな
るのではないかと思います。
⑥自立、成長 :海外に行くことによつて色々体験したり、見
たり聞いたり、知ったりして、今までとは違った考え方と
か行動とかもできるようになつたりすることで、自立した
り成長できたりするのではないかと思います。(Q:今回
は?)最初オランダに着いたときには、電車の中でも他の
外国人と話 したりできなかつたけど、最後のほうは町で外
国人に話しかけられても、英語は得意ではないので難しい
話をしたりするのではないけど、挨拶したり軽く話したり
できるようになったので、道を聞いたりする時も気軽に聞
いたりできるようになった。そういうのは自分のなかでは
進歩でした。
⑦日本ではできないことをする :留学だったら、自分の研究
をしたくて行くんだったら、日本より進んだ研究をできる
し。 日本だったらつい甘えてしまうことでも海外で生きて
いくつていうことは厳しいし、日本の甘えた環境から脱 し
て、海外で頑張れるつていうかそ ういうことです。
⑥広い世界を知る :日本は結構狭いし、あんまり外国人の方
もそんなにいないんで、閉ざされた国、同じような人が多
い国なんで、それほど他のこととかが分からないし.島国
なんで他の国とのつながりもないと思 うので。いろんな人
がいるつていうことも知れると思います。
⑨異なる価値観を学ぶ :日本人は控えめっていうか、人前で
あまり「がしがしJいかないし。 日本では当たり前のこと
| でも、違 う国ではおかしいことであつたり、海外では当た
り前のことでも日本ではありえないことであったりするの
で。そういう価値観を学べると思います。
⑩知的好奇心 :好奇′いを持つことはいいことだと思うんです
けど、海外に行くっていうことで知的なものに対する好奇
′とヽを持ったうえでの留学になると思 うので。いろんなこと
に目を向けてやつてみようという好奇′い、やる気、意欲を
1 持つことは重要だと思います。
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